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入塾説明会（養成塾講座体験会）予定
■場所
東京都教職員研修センター
最寄り駅：JR・都営地下鉄

水道橋駅

■内容
・東京教師養成塾説明会
・教科等指導力養成講座の参観
・班ごとの協議等の参観
・個別の相談会（希望制）

令和７年３月末頃 (
)

６月頃まで
11月頃

７月頃

第１回 令和６年12月 8日(日)
第２回 令和６年12月22日(日)
第３回 令和７年 2月15日(土)
第４回 令和７年 3月12日(水)

（全ての日程 午前中の開催）

８月頃

入塾者選抜等実施要綱は、
東京教師養成塾のWebペー
ジに掲載します。
申込みに関することは御自
身が在籍大学の担当者まで
お問い合わせください。

修了生の声
立川市立幸小学校 教諭 井口 祐汰（15期）
養成塾の特別教育実習では、「経験することの大切さ」を学びました。週に１回以上、

指定校で授業実践や授業参観ができたからこそ、教員１年目から少しの自信と余裕を
もって教壇に立ち、子供と関わることができました。「楽しみながら仕事をする」こと
を大切に、現在、教師道場のリーダーとして道徳の教科の専門性と指導力の向上に努め
ています。上手くいかないこともありますが、学びたいことをどこまでも追求できる素
敵な仕事だと考えています。

東京都立武蔵台学園 教諭 原子千名美（15期）
養成塾では、講座や協議、模擬授業を通して、授業づくりの基礎や教育課題などについ

て知識を身に付けることができました。特別教育実習の中で、実践を通して授業づくり等
の理解を深めたことが、教師として働く中での自信へとつながっています。現在、高等部
の教員として、個々の実態を把握し、適切な支援、指導を行うことの重要性を感じていま
す。生徒と関わる時には、卒業後の生活を踏まえて、必要な力を育むことができるよう取
り組んでいます。これからも、学び続ける姿勢を忘れずに自己研鑽に励んでいきます。
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■ 東京都公立学校教員採用候補者選考 第一次選考免除可能

■ 1年次（初任者）研修 一部免除可能

■ 養成塾 受講料免除可能
東京都教育委員会又は区市町村教育委員会が判断し、対象となる研修の一部が免除される場合があります。

養成塾生は特別選考（個人面接のみ）を受験します。令和６年度修了生の選考実績は合格率100％でした。
※特別支援学校の英語、保健体育においては実技試験が課されます。

特別選考に合格し、養成塾を修了した者で、東京都公立学校の教員に採用された者は受講料が免除されます。

例）授業に関する研修 120時間 → 60時間
授業以外の研修 060時間 → 45時間



浦和大学
大妻女子大学
開智国際大学
鎌倉女子大学
関東学院大学
共栄大学
共立女子大学
敬愛大学
國學院大學

国士舘大学
秀明大学
十文字学園女子大学
淑徳大学
順天堂大学
昭和女子大学
白梅学園大学
白百合女子大学
聖学院大学

聖徳大学
創価大学
高千穂大学
玉川大学
帝京大学
帝京科学大学
帝京平成大学
桐蔭横浜大学
東京学芸大学

東京家政大学
東京家政学院大学
東京福祉大学
東京未来大学
東洋大学
日本女子大学
日本体育大学
文教大学
文京学院大学

武蔵野大学
明治学院大学
明星大学
目白大学

文京区立金富小学校
墨田区立第三吾嬬小学校
墨田区立第一寺島小学校
江東区立豊洲小学校
江東区立第一大島小学校
江東区立第五砂町小学校
江東区立有明西学園
品川区立第四日野小学校
大田区立梅田小学校

大田区立おなづか小学校
世田谷区立桜丘小学校
中野区立啓明小学校
杉並区立桃井第五小学校
板橋区立若木小学校
練馬区立大泉学園小学校
足立区立西伊興小学校
葛飾区立葛飾小学校
葛飾区立青戸小学校

葛飾区立川端小学校
青梅市立友田小学校
府中市立府中第一小学校
町田市立大蔵小学校
小平市立小平第十三小学校
小平市立学園東小学校
東村山市立大岱小学校
福生市立福生第二小学校

（都立特別支援学校）

墨東特別支援学校
矢口特別支援学校
墨田特別支援学校
石神井特別支援学校
八王子西特別支援学校

教師養成指定校

東京教師養成塾

■特別教育実習における指導
・ 年間40日の実習、40単位時間の授業実践
・ １年間の学校生活を通した児童・生徒理解
・ 年間の学校行事、校内研究・研修への参加
・ 管理職等からの講話による学校組織への理解

連携大学（50音順）関係
■ 学内選抜を実施し、学生を推薦
■ 特別教育実習等への支援
・ 指定校への訪問指導
・ ゼミ等での指導（指導技術、児童・生徒理解等）
・ 実習状況を把握した指導■ 教師養成指定校の推薦

■ 特別教育実習等への支援
・ 授業実践における指導主事等の訪問指導や支援

■ 教科等指導力養成講座（年間10回）の実施
■ 教授による指定校訪問
・ 授業実践及び授業研究への指導

・ 実習状況の把握・指導

■ 教師養成指定校、連携大学、区市町村教育委員会との連絡・調整

区市町村教育委員会
学校経営支援センター等

養 成 塾 の 目 指 す 教 師 像 養 成 塾 で 身 に 付 く 資 質 ・ 能 力

東京教師養成塾を 支える関係機関

写真：第21期 教科等指導力養成講座（第４回）「自立活動」 写真：第21期 教科等指導力養成講座（第２回）「地域の文化財を利用した社会科の授業づくり」

○ 社会の変化や児童・生徒、保護者の願いを的確に捉え、
実践的な指導力や企画力を高める教師

○ 幅広い教養を身に付け、総合的な見地から課題解決に当たり、
学校教育を創造する教師

○ 地域や社会貢献の活動に取り組み、自らの視野を広げ、
子供に夢や感動を与え、将来への展望を切り拓く教師

○ 実践的な指導力、柔軟な対応力、組織の一員としての自覚や企画力

○ 社会の課題を的確に捉え、様々な知識を融合して実践的に課題を解決する力

○ 教師としての使命感、社会に貢献する志、社会人としての責任ある態度

（公立小学校・義務教育学校）
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日 月 火 水 木 金 土

６月 実習日
通常授業

実習日
通常授業

日 月 火 水 木 金 土

５月

実習日 実習日 実習日 実習日
実習日
通常授業

実習日 実習日 実習日 実習日
実習日
通常授業

実習日 実習日
実習日
通常授業

実習日
通常授業

実習日
通常授業

実習日
（運動会）

実習日
通常授業

実習日
通常授業

実習日
通常授業

実習日
授業研究

4月に即戦力となるための 1年間の学び

習実育教別特

特別教育実習の計画
□ 年間40単位時間以上の授業実践

□ 年間７回の授業研究

□ 年間40日以上の実習（連続して設定することも可）

□ 年間３回の連続（５日間以上）した実習

実習計画例 （ 5 ・ 6 月 ）

大学４年生の木曜日は大学の講
義がないので、毎週木曜日を実習
日としました。
５月に運動会を含めた教育実習

を行うので、６月の実習は２回の
み計画していただきました。
４週間の実習の最後には、学習

指導案を作成して臨む授業研究を
行いました。

● 授業参観や授業実践を行い、各教科等の指導方法や学級経営について学ぶ。

● 学校の教職員による講話や実務等から、学校の教育課程や組織的な運営について学ぶ。

● 児童・生徒理解を深めるとともに、生活指導（生徒指導）や教育相談について学ぶ。

● 学校の諸活動について学ぶ。

これらの計画は、教師養成指定校、大学、塾生の三者が相談し作成しま

す。大学及び指定校と協議の上、教師養成塾の特別教育実習は大学が

単位を認定＊1する教育実習と兼ねることが可能（最大３週分）＊2です。 養成塾の特別教育実習

大学が単位を認定する教育実習

座講成養力導指等科教
実践力を磨く、同じ志をもつ仲間との体験や協議

この講座によって、気が引き締められたのを覚えています。厳しい世界とも
思いましたが、同時に「それでも教師になりたい」という思いが強くなり、教
師になることを決意することができました。

● 各教科等における授業づくりの基礎・・・・・

● 学級経営・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 教育課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 教員の在り方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

国語、算数、自立活動、教材づくり 等

児童・生徒理解、コーチングスキル 等

いじめや不登校等の対策、人権教育 等

教師の魅力と責任、教職教養 等

英語によるコミュニケーション
（TOKYO GLOBAL GATEWAY）

その他の取組
指定校とは異なる校種（障害種別）の参観を行う
ことで、教育活動の取組や子供の発達段階に応じた
指導等への理解を深めるとともに、学校教育に対す
る視野を広めることができます。

他塾生の授業参観及び研究協議会への参加を
通して、自身の実践的な指導力の更なる充実を図
ることができます。

講座の魅力
□ 体験や実技、模擬授業等を通して、採用後役立つ実践的指導力が身に付きます。

□ 講座後の協議や演習を通して、実習での課題を解決する力が身に付きます。

塾 生 の 声

□ 特別支援学校・幼稚園等の参観

□ 塾生相互の授業参観

幼児教育における遊びと環境構成
実技体験を通した
体育科の授業づくり

１年間で40日の実習、 40単位時間の授業実践を実習校・大学・養成塾が連携して指導 年間10回（土日を中心に開催）授業づくりや教育課題等についての講義・演習・協議

幼稚園参観の様子

＊１ 単位の認定については、必ず事前に大学に確認してください。
＊２ 特別支援学校コースは、特別支援学校教員免許状取得について、必ず事前に大学に確認してください。

21 期第

特別支援学校コース

各月、１日を下限
として実習日を設定
する。（大学３年次
の11月～１月は各月
半日を下限とした柔
軟な設定が可能。）

体験を通して「児童にどのような気付きが生まれるのか」、「児童の興
味・関心がどこに向けられるか」などについて児童の立場に立って経験す
ることができました。また安全を管理する教師の視点についても考えるこ
とができました。実際に自分で体験したからこそ発見できる学びが多くあ
り、授業づくりの視点を学ぶことができました。

講座（第１回）「塾生としての心構え」

講座（第６回）「自然体験活動を通した理科・生活単元学習の授業づくり」

小学校コース 合同班ごとの協議と演習
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□ 年間７回の授業研究

□ 年間40日以上の実習（連続して設定することも可）

□ 年間３回の連続（５日間以上）した実習

実習計画例 （ 5 ・ 6 月 ）

大学４年生の木曜日は大学の講
義がないので、毎週木曜日を実習
日としました。
５月に運動会を含めた教育実習

を行うので、６月の実習は２回の
み計画していただきました。
４週間の実習の最後には、学習

指導案を作成して臨む授業研究を
行いました。

● 授業参観や授業実践を行い、各教科等の指導方法や学級経営について学ぶ。

● 学校の教職員による講話や実務等から、学校の教育課程や組織的な運営について学ぶ。

● 児童・生徒理解を深めるとともに、生活指導（生徒指導）や教育相談について学ぶ。

● 学校の諸活動について学ぶ。

これらの計画は、教師養成指定校、大学、塾生の三者が相談し作成しま

す。大学及び指定校と協議の上、教師養成塾の特別教育実習は大学が

単位を認定＊1する教育実習と兼ねることが可能（最大３週分）＊2です。 養成塾の特別教育実習

大学が単位を認定する教育実習

座講成養力導指等科教
実践力を磨く、同じ志をもつ仲間との体験や協議

この講座によって、気が引き締められたのを覚えています。厳しい世界とも
思いましたが、同時に「それでも教師になりたい」という思いが強くなり、教
師になることを決意することができました。

● 各教科等における授業づくりの基礎・・・・・

● 学級経営・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 教育課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 教員の在り方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

国語、算数、自立活動、教材づくり 等

児童・生徒理解、コーチングスキル 等

いじめや不登校等の対策、人権教育 等

教師の魅力と責任、教職教養 等

英語によるコミュニケーション
（TOKYO GLOBAL GATEWAY）

その他の取組
指定校とは異なる校種（障害種別）の参観を行う
ことで、教育活動の取組や子供の発達段階に応じた
指導等への理解を深めるとともに、学校教育に対す
る視野を広めることができます。

他塾生の授業参観及び研究協議会への参加を
通して、自身の実践的な指導力の更なる充実を図
ることができます。

講座の魅力
□ 体験や実技、模擬授業等を通して、採用後役立つ実践的指導力が身に付きます。

□ 講座後の協議や演習を通して、実習での課題を解決する力が身に付きます。

塾 生 の 声

□ 特別支援学校・幼稚園等の参観

□ 塾生相互の授業参観

幼児教育における遊びと環境構成
実技体験を通した
体育科の授業づくり

１年間で40日の実習、 40単位時間の授業実践を実習校・大学・養成塾が連携して指導 年間10回（土日を中心に開催）授業づくりや教育課題等についての講義・演習・協議

幼稚園参観の様子

＊１ 単位の認定については、必ず事前に大学に確認してください。
＊２ 特別支援学校コースは、特別支援学校教員免許状取得について、必ず事前に大学に確認してください。

21 期第

特別支援学校コース

各月、１日を下限
として実習日を設定
する。（大学３年次
の11月～１月は各月
半日を下限とした柔
軟な設定が可能。）

体験を通して「児童にどのような気付きが生まれるのか」、「児童の興
味・関心がどこに向けられるか」などについて児童の立場に立って経験す
ることができました。また安全を管理する教師の視点についても考えるこ
とができました。実際に自分で体験したからこそ発見できる学びが多くあ
り、授業づくりの視点を学ぶことができました。

講座（第１回）「塾生としての心構え」

講座（第６回）「自然体験活動を通した理科・生活単元学習の授業づくり」

小学校コース 合同班ごとの協議と演習



令和7年 令和8年 大学3年次、大学院１年次 大学4年次、大学院２年次＊1

資

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
児童・生徒と触れ合い、授業づくりを学ぶ 児童・生徒 への理解力、授業力を高める ４月から学級担任になる自覚を高める

（1） 教育に対する使命感と豊かな人間性
（2） 教員として必要な教養
（3） コミュニケーション能力と対人関係力
（4） 学校教育に関する法令等と学校教育の役割
（5） 服務の厳正
（6） 児童・生徒性暴力等の防止
（7） 体罰の根絶
（8） 教育の機会均等の確保

Ⅰ 教員の在り方

特別教育実習 計画の例

● 11月～１月は半日の実習を設定。２月から週に一度の授業実践を開始。
● 年間を通して、40日40単位時間以上（本計画では42日、45単位時間で計算）を設定。

養成塾における到達目標

形成期 伸長期 充実期

質 ・ 能 力 を 育 む １ 年 間 の 学 び

Ⅱ 各教科等における実践的な指導力

Ⅲ 教育課題

Ⅳ 学級経営

（1） 学習指導要領
（2） 授業力向上と授業改善
（3） 教材研究・教材解釈と授業づくり
（4） 指導方法・指導技術
（5） 児童・生徒の学習状況の把握と評価
（6） 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善
（7） 単元指導計画・評価計画の作成及び改善
（8） 情報教育の推進
（9） 英語教育の充実
（10） 個に応じた指導

（1） 持続可能な社会の創り手を育成する教育の推進
（2） グローバルに活躍できる人材の育成
（3） 人権教育の充実
（4） 道徳教育の充実
（5） キャリア教育の充実
（6） 防災教育の充実
（7） 児童・生徒の体力向上
（8） 集団の把握と生活指導
（9） いじめの未然防止・早期発見・早期対応・重大事態への対処
（10） 自殺防止
（11） 不登校児童・生徒への支援
（12） 食物アレルギー疾患のある児童・生徒への対応

（13）障害のある児童・生徒の多様なニーズに応える教育の実現
（14）日本語指導が必要な児童・生徒の指導
（15）児童・生徒の学びを支える教師力・学校力の強化
（16）安全教育

（1）学級経営の意義と学級づくり
（2）児童・生徒理解と教育相談
（3）保護者・地域との連携
（4）組織人としての連携協働

＊1 令和９年３月に卒業又は修了見込みの者が対象。
＊2 授業研究…指定校や大学、養成塾教授からの指導を受け、学習指導案を作成して実施する。（通常授業は略案可）

　 １校時 ２校時 ３校時 ４校時 ５校時日 （放課後） ６校時 放課後

（第21期生の例）

0.5 11月11日（土）
午前のみ

施設見学 授業観察 授業観察 授業観察 打合せ

1 12月15日（金）
午後のみ

授業観察 授業観察 打合せ

1.5 １月19日（金）
3校時～6校時のみ

授業観察 授業観察 授業観察 打合せ

2.5 2月6日（火） 授業観察 授業観察 授業補助 教材研究 通常授業① 授業補助 講話①

3.5 2月13日（火） 授業補助 授業観察 授業観察 教材研究 通常授業② 授業観察 打合せ

4.5 2月20日（火） 授業観察 授業補助 授業観察 教材研究 通常授業③ 打合せ 打合せ

5 2月24日（土） 授業観察 授業観察 授業補助 授業観察 打合せ

6 2月27日（火） 授業観察 授業観察 授業観察 教材研究 通常授業④ 授業観察 講話②

7 3月5日（火） 授業観察 授業補助 授業観察 教材研究 通常授業⑤ 授業補助 講話③

8 3月12日（火） 授業観察 授業補助 授業観察 教材研究 通常授業⑥ 授業補助 打合せ

9 4月2日（火）
春季休業中

新年度準備 新年度準備 新年度準備 新年度準備 新年度準備 新年度準備 打合せ

10 4月5日（金）
春季休業中

式典準備 式典準備 式典準備 式典準備 新年度準備 新年度準備 打合せ

11 4月8日（月） 始業式参加 入学式参加 新年度準備 新年度準備 新年度準備 新年度準備 打合せ

12 4月9日（火） 授業観察 授業補助 授業観察 授業観察 事務作業補助 事務作業補助 講話④

13 4月10日（水） 授業観察 授業補助 授業観察 教材研究 通常授業⑦ 授業補助 打合せ

14 4月11日（木） 授業観察 授業補助 授業観察 教材研究 通常授業⑧ 授業補助 打合せ

15 4月19日（金） 授業観察 授業補助 教材研究 通常授業⑨ 保護者会準備 保護者会参加 打合せ

16 4月23日（火） 授業観察 授業補助 教材研究 通常授業⑩ 保護者会準備 保護者会参加 打合せ

17 4月26日（金） 授業観察 授業補助 授業観察 通常授業⑪ 打合せ 授業観察 講話⑤

連
続
実
習
①

半
日
実
習

　 １校時 ２校時 ３校時 ４校時 ５校時日 （放課後） ６校時 放課後

18 5月14日（火） 通常授業⑫ 振り返り 授業補助 授業補助 授業観察 授業観察 講話⑥

19 5月17日（金） 授業観察 通常授業⑬ 授業補助 授業補助 授業補助 授業観察 講話⑦

20 5月24日（金） 授業観察 授業観察 授業研究① 協議会 授業観察 授業観察 打合せ

21 6月14日（金） 授業補助 授業観察 通常授業⑭ 授業補助 授業補助 授業観察 講話⑧

22 6月18日（火） 授業補助 授業観察 教材研究 通常授業⑮ 振り返り 授業観察 講話⑨

23 6月28日（金） 授業観察 授業観察 授業研究② 協議会 授業観察 授業観察 講話⑩

24 7月3日（水） 教材研究 通常授業⑯ 教材研究 通常授業⑰ 校内研究参観 協議会参加 打合せ

25 7月5日（金） 授業観察 授業補助 授業補助 授業観察 授業研究③ 協議会 講話⑪

26 7月12日（金） 教材研究 通常授業⑱ 授業観察 授業観察 通常授業⑲ 授業観察 打合せ

27 7月18日（木） 授業観察 授業補助 授業補助 通常授業⑳ 職員会議参加 講話⑫ 打合せ

28
８月２日（金）

夏季休業中
夏季水泳
指導補助

夏季水泳
指導補助

夏季水泳
指導補助

夏季水泳
指導補助

教材研究 教材研究 打合せ

29 9月6日（金） 授業補助 授業観察 授業研究④ 協議会 授業観察 委員会指導観察 打合せ

30 9月12日（木） 授業観察 授業研究⑤ 協議会 授業補助 授業補助 授業観察 学年会参加

31 9月13日（金）
社会科見学参加

社会科見学
参加

社会科見学
参加

社会科見学
参加

社会科見学
参加

社会科見学
参加

社会科見学
参加

打合せ

32 9月17日（火） 通常授業㉑ 振り返り 通常授業㉒ 授業観察 授業補助 授業観察 打合せ

33 9月18日（水） 授業補助 授業補助 授業観察 通常授業㉓ 授業補助 授業補助 打合せ

34
9月19日（木）
一日学級担任

通常授業㉔ 通常授業㉕ 通常授業㉖ 通常授業㉗ 通常授業㉘ 通常授業㉙ 打合せ

35 9月20日（金） 授業補助 授業観察 授業補助 授業補助 授業補助 授業研究⑥ 協議会

36 9月24日（火） 授業補助 授業補助 授業補助 授業補助 通常授業㉚ 授業観察 打合せ

37 9月25日（水） 授業補助 授業補助 通常授業㉛ 授業補助 校内研究参観 協議会参加 打合せ

38 9月26日（木） 授業補助 通常授業㉜ 授業補助 授業補助 通常授業㉝ 授業補助 講話⑬

39 9月27日（金） 授業補助 授業補助 通常授業㉞ 授業観察 授業補助 授業補助 打合せ

40 9月30日（月） 授業補助 通常授業㉟ 授業観察 通常授業㊱ 授業補助 授業補助 講話⑭

41 10月7日（月） 授業補助 授業補助 通常授業㊲ 授業補助 授業補助 授業補助 打合せ

42 10月11日（金） 通常授業㊳ 振り返り 授業補助 授業補助 教材研究 授業研究⑦ 協議会

連
続
実
習
②

連
続
実
習
③

＊2



令和7年 令和8年 大学3年次、大学院１年次 大学4年次、大学院２年次＊1

資

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
児童・生徒と触れ合い、授業づくりを学ぶ 児童・生徒 への理解力、授業力を高める ４月から学級担任になる自覚を高める

（1） 教育に対する使命感と豊かな人間性
（2） 教員として必要な教養
（3） コミュニケーション能力と対人関係力
（4） 学校教育に関する法令等と学校教育の役割
（5） 服務の厳正
（6） 児童・生徒性暴力等の防止
（7） 体罰の根絶
（8） 教育の機会均等の確保

Ⅰ 教員の在り方

特別教育実習 計画の例

● 11月～１月は半日の実習を設定。２月から週に一度の授業実践を開始。
● 年間を通して、40日40単位時間以上（本計画では42日、45単位時間で計算）を設定。

養成塾における到達目標

形成期 伸長期 充実期

質 ・ 能 力 を 育 む １ 年 間 の 学 び

Ⅱ 各教科等における実践的な指導力

Ⅲ 教育課題

Ⅳ 学級経営

（1） 学習指導要領
（2） 授業力向上と授業改善
（3） 教材研究・教材解釈と授業づくり
（4） 指導方法・指導技術
（5） 児童・生徒の学習状況の把握と評価
（6） 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善
（7） 単元指導計画・評価計画の作成及び改善
（8） 情報教育の推進
（9） 英語教育の充実
（10） 個に応じた指導

（1） 持続可能な社会の創り手を育成する教育の推進
（2） グローバルに活躍できる人材の育成
（3） 人権教育の充実
（4） 道徳教育の充実
（5） キャリア教育の充実
（6） 防災教育の充実
（7） 児童・生徒の体力向上
（8） 集団の把握と生活指導
（9） いじめの未然防止・早期発見・早期対応・重大事態への対処
（10） 自殺防止
（11） 不登校児童・生徒への支援
（12） 食物アレルギー疾患のある児童・生徒への対応

（13）障害のある児童・生徒の多様なニーズに応える教育の実現
（14）日本語指導が必要な児童・生徒の指導
（15）児童・生徒の学びを支える教師力・学校力の強化
（16）安全教育

（1）学級経営の意義と学級づくり
（2）児童・生徒理解と教育相談
（3）保護者・地域との連携
（4）組織人としての連携協働

＊1 令和９年３月に卒業又は修了見込みの者が対象。
＊2 授業研究…指定校や大学、養成塾教授からの指導を受け、学習指導案を作成して実施する。（通常授業は略案可）

　 １校時 ２校時 ３校時 ４校時 ５校時日 （放課後） ６校時 放課後

（第21期生の例）

0.5 11月11日（土）
午前のみ

施設見学 授業観察 授業観察 授業観察 打合せ

1 12月15日（金）
午後のみ

授業観察 授業観察 打合せ

1.5 １月19日（金）
3校時～6校時のみ

授業観察 授業観察 授業観察 打合せ

2.5 2月6日（火） 授業観察 授業観察 授業補助 教材研究 通常授業① 授業補助 講話①

3.5 2月13日（火） 授業補助 授業観察 授業観察 教材研究 通常授業② 授業観察 打合せ

4.5 2月20日（火） 授業観察 授業補助 授業観察 教材研究 通常授業③ 打合せ 打合せ

5 2月24日（土） 授業観察 授業観察 授業補助 授業観察 打合せ

6 2月27日（火） 授業観察 授業観察 授業観察 教材研究 通常授業④ 授業観察 講話②

7 3月5日（火） 授業観察 授業補助 授業観察 教材研究 通常授業⑤ 授業補助 講話③

8 3月12日（火） 授業観察 授業補助 授業観察 教材研究 通常授業⑥ 授業補助 打合せ

9 4月2日（火）
春季休業中

新年度準備 新年度準備 新年度準備 新年度準備 新年度準備 新年度準備 打合せ

10 4月5日（金）
春季休業中

式典準備 式典準備 式典準備 式典準備 新年度準備 新年度準備 打合せ

11 4月8日（月） 始業式参加 入学式参加 新年度準備 新年度準備 新年度準備 新年度準備 打合せ

12 4月9日（火） 授業観察 授業補助 授業観察 授業観察 事務作業補助 事務作業補助 講話④

13 4月10日（水） 授業観察 授業補助 授業観察 教材研究 通常授業⑦ 授業補助 打合せ

14 4月11日（木） 授業観察 授業補助 授業観察 教材研究 通常授業⑧ 授業補助 打合せ

15 4月19日（金） 授業観察 授業補助 教材研究 通常授業⑨ 保護者会準備 保護者会参加 打合せ

16 4月23日（火） 授業観察 授業補助 教材研究 通常授業⑩ 保護者会準備 保護者会参加 打合せ

17 4月26日（金） 授業観察 授業補助 授業観察 通常授業⑪ 打合せ 授業観察 講話⑤
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　 １校時 ２校時 ３校時 ４校時 ５校時日 （放課後） ６校時 放課後

18 5月14日（火） 通常授業⑫ 振り返り 授業補助 授業補助 授業観察 授業観察 講話⑥

19 5月17日（金） 授業観察 通常授業⑬ 授業補助 授業補助 授業補助 授業観察 講話⑦

20 5月24日（金） 授業観察 授業観察 授業研究① 協議会 授業観察 授業観察 打合せ

21 6月14日（金） 授業補助 授業観察 通常授業⑭ 授業補助 授業補助 授業観察 講話⑧

22 6月18日（火） 授業補助 授業観察 教材研究 通常授業⑮ 振り返り 授業観察 講話⑨

23 6月28日（金） 授業観察 授業観察 授業研究② 協議会 授業観察 授業観察 講話⑩

24 7月3日（水） 教材研究 通常授業⑯ 教材研究 通常授業⑰ 校内研究参観 協議会参加 打合せ

25 7月5日（金） 授業観察 授業補助 授業補助 授業観察 授業研究③ 協議会 講話⑪

26 7月12日（金） 教材研究 通常授業⑱ 授業観察 授業観察 通常授業⑲ 授業観察 打合せ

27 7月18日（木） 授業観察 授業補助 授業補助 通常授業⑳ 職員会議参加 講話⑫ 打合せ

28
８月２日（金）

夏季休業中
夏季水泳
指導補助

夏季水泳
指導補助

夏季水泳
指導補助

夏季水泳
指導補助

教材研究 教材研究 打合せ

29 9月6日（金） 授業補助 授業観察 授業研究④ 協議会 授業観察 委員会指導観察 打合せ

30 9月12日（木） 授業観察 授業研究⑤ 協議会 授業補助 授業補助 授業観察 学年会参加

31 9月13日（金）
社会科見学参加

社会科見学
参加

社会科見学
参加

社会科見学
参加

社会科見学
参加

社会科見学
参加

社会科見学
参加

打合せ

32 9月17日（火） 通常授業㉑ 振り返り 通常授業㉒ 授業観察 授業補助 授業観察 打合せ

33 9月18日（水） 授業補助 授業補助 授業観察 通常授業㉓ 授業補助 授業補助 打合せ

34
9月19日（木）
一日学級担任

通常授業㉔ 通常授業㉕ 通常授業㉖ 通常授業㉗ 通常授業㉘ 通常授業㉙ 打合せ

35 9月20日（金） 授業補助 授業観察 授業補助 授業補助 授業補助 授業研究⑥ 協議会

36 9月24日（火） 授業補助 授業補助 授業補助 授業補助 通常授業㉚ 授業観察 打合せ

37 9月25日（水） 授業補助 授業補助 通常授業㉛ 授業補助 校内研究参観 協議会参加 打合せ

38 9月26日（木） 授業補助 通常授業㉜ 授業補助 授業補助 通常授業㉝ 授業補助 講話⑬

39 9月27日（金） 授業補助 授業補助 通常授業㉞ 授業観察 授業補助 授業補助 打合せ

40 9月30日（月） 授業補助 通常授業㉟ 授業観察 通常授業㊱ 授業補助 授業補助 講話⑭

41 10月7日（月） 授業補助 授業補助 通常授業㊲ 授業補助 授業補助 授業補助 打合せ

42 10月11日（金） 通常授業㊳ 振り返り 授業補助 授業補助 教材研究 授業研究⑦ 協議会

連
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塾通信バックナンバー

入塾説明会（養成塾講座体験会）予定
■場所
東京都教職員研修センター
最寄り駅：JR・都営地下鉄

水道橋駅

■内容
・東京教師養成塾説明会
・教科等指導力養成講座の参観
・班ごとの協議等の参観
・個別の相談会（希望制）

令和７年３月末頃 (
)

６月頃まで
11月頃

７月頃

第１回 令和６年12月 8日(日)
第２回 令和６年12月22日(日)
第３回 令和７年 2月15日(土)
第４回 令和７年 3月12日(水)

（全ての日程 午前中の開催）

８月頃

入塾者選抜等実施要綱は、
東京教師養成塾のWebペー
ジに掲載します。
申込みに関することは御自
身が在籍大学の担当者まで
お問い合わせください。

修了生の声
立川市立幸小学校 教諭 井口 祐汰（15期）
養成塾の特別教育実習では、「経験することの大切さ」を学びました。週に１回以上、

指定校で授業実践や授業参観ができたからこそ、教員１年目から少しの自信と余裕を
もって教壇に立ち、子供と関わることができました。「楽しみながら仕事をする」こと
を大切に、現在、教師道場のリーダーとして道徳の教科の専門性と指導力の向上に努め
ています。上手くいかないこともありますが、学びたいことをどこまでも追求できる素
敵な仕事だと考えています。

東京都立武蔵台学園 教諭 原子千名美（15期）
養成塾では、講座や協議、模擬授業を通して、授業づくりの基礎や教育課題などについ

て知識を身に付けることができました。特別教育実習の中で、実践を通して授業づくり等
の理解を深めたことが、教師として働く中での自信へとつながっています。現在、高等部
の教員として、個々の実態を把握し、適切な支援、指導を行うことの重要性を感じていま
す。生徒と関わる時には、卒業後の生活を踏まえて、必要な力を育むことができるよう取
り組んでいます。これからも、学び続ける姿勢を忘れずに自己研鑽に励んでいきます。

10 40 40

養
成
塾
で
の
学
び

■ 東京都公立学校教員採用候補者選考 第一次選考免除可能

■ 1年次（初任者）研修 一部免除可能

■ 養成塾 受講料免除可能
東京都教育委員会又は区市町村教育委員会が判断し、対象となる研修の一部が免除される場合があります。

養成塾生は特別選考（個人面接のみ）を受験します。令和６年度修了生の選考実績は合格率100％でした。
※特別支援学校の英語、保健体育においては実技試験が課されます。

特別選考に合格し、養成塾を修了した者で、東京都公立学校の教員に採用された者は受講料が免除されます。

例）授業に関する研修 120時間 → 60時間
授業以外の研修 060時間 → 45時間


